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建
長
寺
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　
①

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

　
暖
か
だ
っ
た
り
、
雪
が
ち
ら

つ
い
た
り
、
気
候
が
不
安
定

だ
っ
た
３
月
。
玉
縄
ザ
ク
ラ
や

河
津
ザ
ク
ラ
の
見
ご
ろ
は
と
う

に
終
え
、

３
月
終
わ

り
ご
ろ
か

ら
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
や

ヤ
マ
ザ
ク

ラ
が
開
花

し
は
じ
め

春
爛
漫
。

　
鎌
倉
五

山
の
第
一

位
、
建
長

寺
の
総
門

を
入
る
と

三
門
に
続

く
参
道
に

ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
古
木
が
枝
を
広
げ
て
出

迎
え
て
く
れ
る
。
淡
紅
色
の
花

を
背
に
し
た
三
門
は
ま
さ
に

「
日
本
の
風
景
」。
境
内
奥
の
半
蔵

坊
道
に
も
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植

え
ら
れ
て
い
て
、見
応
え
が
あ
る
。

　
サ
ク
ラ
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
亜

科
サ
ク
ラ
属
に
は
い
る
多
数
の

種
や
変
種
、
品
種
の
総
称
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
全
国
に
分
布

し
、
開
花
予
想
の
標
準
木
に
も

な
っ
て
い
る
が
、
出
生
時
期
は

意
外
と
遅
く
、
江
戸
時
代
末
期

に
東
京
染
井
村
（
現
在
の
豊
島

区
駒
込
）
か
ら
広
ま
っ
た
。
奈

良
・
平
安
時
代
に
「
万
葉
集
」

な
ど
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
の

は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
い
う
。

　
花
の
時
期
、
な
ん
と
な
く
心

が
落
ち
着
か
な
い
の
は
昔
も
今

も
同
じ
だ
ろ
う
か
。

午
後
か
ら
は
テ
ー
マ
ご
と

に
４
つ
の
分
科
会
で
、
社
会

福
祉
法
人
、
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
、
地
域
食
堂
、
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
運
営
者

や
、
高
校
・
大
学
の
教
諭
・

教
授
ら
の
報
告
・
司
会
で

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
参
加

者
も
積
極
的
に
意
見
を
出
し

合
っ
た
。「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
可
能
性
」
の
分
科
会

で
は
、
鎌
倉
市
健
康
福
祉
部

福
祉
総
務
課
の
内
藤
克
子
さ

ん
か
ら
、
市
の
包
括
的
支
援

の
取
り
組
み
で
行
政
と
市
民

が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、
４
月
に
「
人
と

地
域
が
つ
な
が
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ま
く
ら
（
こ
こ

か
ま
）」
が
創
設
さ
れ
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。

ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
て
、

「
ケ
ア
す
る
人
の
ケ
ア
セ

ミ
ナ
ー
」
が
３
月
17
日
、
鎌

倉
市
二
階
堂
の
鎌
倉
女
子
大

学
二
階
堂
学
舎
で
開
か
れ
、

約
２
５
０
人
が
参
加
し
た
。

一
般
財
団
法
人
住
友
生
命

福
祉
文
化
財
団
（
大
阪
市
）
と

一
般
財
団
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
の

家
（
奈
良
市
）
が
18
年
ほ
ど
前

か
ら
全
国
で
行
っ
て
い
る
セ
ミ

ナ
ー
で
今
回
20
回
目
。
鎌
倉

市
の
共
催
で
、
県
内
の
福
祉

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
実
行
委

員
会
を
構
成
し
運
営
し
た
。

介
護
や
看
護
、
子
育
て
の

現
場
な
ど
で
ケ
ア
さ
れ
る
人

だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
を
す
る

人
も
孤
立
に
陥
ら
な
い
よ
う

支
え
合
い
が
必
要
に
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
誰
も
が
安

心
し
て
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
支
え
合
い
の
地
域

４
月
か
ら
新
し
い

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す

る
人
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
▼
社
会
人
だ

け
で
な
く
、
学
生
た

ち
、
特
に
小
学
一
年
生
は
新

し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
前
に
不

安
や
希
望
な
ど
に
満
ち
溢
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
▼
鎌
倉

に
限
ら
ず
、
通
学
路
で
黄
色

い
カ
バ
ー
を
装
着
し
て
い
る

子
ど
も
を
見
か
け
る
と
「
一

年
生
な
の
だ
ろ
う
な
」
と
認

識
で
き
る
と
思
い
ま
す
▼
こ

の
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
が
、
実
は
鎌
倉
発
祥
だ

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た

▼
１
９
６
６
年
に
公
益
社
団

法
人
鎌
倉
青
年
会
議
所
が
鎌

倉
の
ま
ち
に
対
し
て
『
黄
色

い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
運
動
』

を
実
施
し
た
こ
と
を
機
に
全

国
各
地
に
広
ま
っ
た
そ
う
で

す
▼
鎌
倉
の
先
人
た
ち
に
よ

る
熱
い
思
い
と
行
動
が
全
国

の
新
一
年
生
を
守
っ
て
く
れ

て
い
る
と
思
う
と
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　（
Ｎ
）

　
▼
若
宮
例
祭
　
３
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
釈
迦
如
来
立
像
開
扉
・

忍
性
塔
公
開
　
７
日
11
～
16

時
、
８
日
10
～
16
時
、
極
楽
寺
。

　
▼
灌
仏
会
（
花
祭
り
）

８
日
各
寺
院
。

　
▼
丸
山
稲
荷
社
例
祭
　
９

日
10
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
　

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神

社
中
祭
　
11
日
10
時
式
典
、

11
時
神
楽
、
宮
の
舞
、
狂
言
。

　
▼
旗
上
弁
財
天
社
例
祭
　

11
日
11
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
初
巳
例
大
祭
　
11
日
11

時
、
江
島
神
社
。

　
▼
千
部
会
　
13
日
９
時
半
稚

児
行
列
、
10
時
法
要
。
妙
本
寺
。

　
▼
源
頼
朝
公
墓
前
祭
　
13

日
10
時
半
、
頼
朝
の
墓
。

　
▼
鎖
大
師
正
御
影
供
大
祭

20
日
11
時
御
開
帳
。青
蓮
寺
。

　
▼
鎌
倉
ま
つ
り
　
14
日
10

時
行
列
巡
行
、
15
時
静
の
舞
。

21
日
野
点
席
＝
３
面
に
ご
案
内
。

　
▼
義
経
ま
つ
り
　
20
日
正
午

法
要
、パ
レ
ー
ド
な
ど
。満
福
寺
。

　
▼
武
内
社
例
祭
　
21
日
10

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
昭
和
祭
　
29
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

4月

３
月
の
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
に
全
国
か
ら
参
加
多
数

づ
く
り
を
学
び
合
う
場
と
し

て
実
施
し
た
。

は
じ
め
に
、
養
老
孟
司
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
が
「
他

者
へ
の
配
慮
に
希
望
を
見
出

す
」
の
題
で
講
演
。
養
老
さ

ん
は
、care
とcure

の
ち

が
い
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

ど
う
す
る
か
、
生
き
て
い
く

た
め
に
何
が
必
要
か
、
集
団

の
中
で
ど
う
生
き
る
か
な
ど

の
問
い
を
投
げ
か
け
た
。

次
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
家
・
播

磨
靖
夫
理
事
長
（
82
）
が
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
生
き

る
場
づ
く
り
を
展
開
し
た
過

程
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
生

し
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ

く
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話

し
、
20
回
を
節
目
に
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
へ
セ
ミ
ナ
ー
を
展

開
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

「
人
と
地
域
が
つ
な
が
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ま
く
ら（
こ
こ
か
ま
）」 

４
月
１
日
創
設

「
鎌
倉
・
食
を
学
ぶ
会
in

建
長
寺
」
の
公
開
講
座
が
昨

年
11
月
か
ら
月
１
回
、
鎌
倉

の
建
長
寺
で
開
か
れ
て
い
る
。

鎌
倉
の
食
文
化
を
高
め
て

い
こ
う
と
鎌
倉
伝
統
食
研
究

家
・
山
田
雅
子
さ
ん
と
、
元

建
長
寺
宗
務
総
長
・
高
井
正

俊
さ
ん
（
宗
禅
寺
住
職
）
が

発
起
人
と
な
っ
て
始
め
ら
れ

た
。
毎
回
、
食
の
研
究
者
や

鎌
倉
の
生
産
者
、
食
品
メ
ー

カ
ー
、
料
理
店
な
ど
の
関
係

者
を
講
師
に
招
き
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

３
月
12
日
の
第
５
回
は

「
鎌
倉
の
食
を
め
ぐ
っ
て
」

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
鎌
倉

漁
師
・
前
田
桃
子
さ
ん
、
料

理
研
究
家
で
鎌
倉
海
藻
ポ
ー

ク
発
案
者
の
矢
野
ふ
き
子
さ

ん
、
鎌
倉
ビ
ー
ル
代
表
・
今

村
広
太
郎
さ
ん
、
鎌
倉
ワ
イ

ナ
リ
ー
・
ド
メ
ー
ヌ
ナ
ツ
メ

代
表
・
夏
目
真
吾
さ
ん
が
実

績
を
紹
介
し
、
大
切
に
し
て

い
る
鎌
倉
の
資
源
や
未
来
へ

の
展
望
な
ど
を
語
っ
た
。

漁
師
歴
20
年
の
前
田
さ
ん

は
「
漁
が
楽
し
く
て
た
ま
ら

な
い
。
資
源
保
護
の
こ
と
と

か
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
漁

を
し
て
い
る
」
と
話
し
、「
地

域
で
人
と
つ
な
が
り
な
が
ら

活
動
し
て
い
る
」（
矢
野
さ

ん
）「
ひ
と
と
ひ
と
、
ひ
と

と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
役
割
を
し

た
い
」（
今
村
さ
ん
）「
鎌
倉

の
未
来
の
た
め
に
事
業
を
発

展
さ
せ
た
い
」（
夏
目
さ
ん
）

と
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
熱
く

語
っ
た
。
参
加
者
か
ら
も
積

極
的
な
意
見
が
出
て
、
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

次
回
は
４
月
16
日
13
時
、

「
頼
朝
と
食
べ
物
パ
ー
ト
２
」

な
ど
。「
入
山
料
５
０
０
円
、

資
料
代
５
０
０
円
。
予
約
不

要
。
問
い
合
わ
せ
建
長
寺
☎

０
４
６
７
・
22
・
０
９
８
１

人
々
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
鎌
倉
市
は
、
４
年
前
「
鎌
倉
市
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
す
条
例
」
を
制
定
し
た
。
２
０
２
２
年
度
に
は
国
の
方
針
を
受
け
、

「
か
ま
く
ら
孤
独
・
孤
立
対
策
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
に
向
け
た
準
備
会
」
を

立
ち
上
げ
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
鎌
倉
市
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
会
議
、
き
し
ろ
社
会
事
業
会
と
鎌
倉
市
の
４
者
が
「
人
と
地
域
が

つ
な
が
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ま
く
ら
（
こ
こ
か
ま
）」
を
４
月
１
日
に
創
設
す
る
。

鹿
児
島
か
ら
参
加
し
た
こ
ど

も
食
堂
支
援
セ
ン
タ
ー
の
女

性
は
「
と
て
も
収
穫
が
あ
っ

た
。
立
場
や
分
野
を
超
え
て

協
働
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

と
感
じ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

ケアする人のケアセミナー（３月 17 日）

分科会「てつがくカフェ」の討議

建
長
寺
で
公
開
講
座

鎌
倉
の
食
文
化
を
高
め
よ
う


